
第
二
十
三
回 

沖
縄
忌
俳
句
大
会 

投
句
用
紙 

・
前
書
は
不
可
、
未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
。 

・
ペ
ン
ま
た
は
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
楷
書
で
ご
記
入
く
だ
さ
い
。 

・
組
数
が
多
い
場
合
に
は
、
こ
の
用
紙
の
コ
ピ
ー
（
原
寸
）
を 

ご
使
用
く
だ
さ
い
（
原
稿
用
紙
可
） 

記

載

不

可

　

　

第

一

組

記

載

不

可

　

　

第

二

組

記

載

不

可

　

　

第

三

組

住　所
ふ

り

が

な
　
　
　
 
 
 
都
道
府
県

出　欠

〒

氏名(俳号)

電話

大　会

第
二
十
三
回 

沖
縄
忌
俳
句
大
会
の
ご
案
内 

 

戦
後
八
十
年
、
第
二
十
三
回
沖
縄
忌
俳
句
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

 

こ
の
大
会
は
沖
縄
戦
の
戦
没
者
を
追
悼
し
世
界
平
和
を
祈
念
す
る
も
の
で
す
。 

 

「
沖
縄
忌
」
の
表
題
に
必
ず
し
も
こ
だ
わ
ら
ず
、
幅
広
く
「
平
和
の
う
た
、

心
の
う
た
」
を
お
寄
せ
下
さ
い
。
多
く
の
方
々
の
投
句
及
び
ご
出
席
を
お
待
ち

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

二
〇
二
五
年
一
月 

 

 
 

沖
縄
県
現
代
俳
句
協
会
会
長 

上
地
安
智 

◆ 

作
品
募
集 

①
投
句
用
紙 

 

左
の
投
句
用
紙
お
よ
び
そ
の
コ
ピ
ー
ま
た
は
原
稿
用
紙 

②
投
句
要
領 

 

・
投
句
料 

二
句
一
組 

千
円 

 

（
で
き
る
だ
け
二
組
以
上
の
出
句
を
お
願
い
し
ま
す
） 

 

・
小
為
替
ま
た
は
現
金
で
出
句
と
と
も
に
納
入
く
だ
さ
い
。 

③
投
句
の
宛
先 

 

〒
九
〇
三―

〇
八
〇
四 

那
覇
市
首
里
石
嶺
町
二―

二
一
五―

五 

 
 

上
地
安
智
方 

沖
縄
忌
俳
句
大
会 

宛 

 
 ＊

問
い
合
わ
せ
事
務
局 

 

☏
〇
九
八―

八
三
四―

七
四
三
〇 

 

親
泊
ち
ゅ
う
し
ん 

◆ 

投
句
〆
切 

二
〇
二
五
年
四
月
三
〇
日(

水) 

     
 

 
 

 
 

 

⇒ 

切
り
取
っ
て
お
使
い
く
だ
さ
い 

◆ 

俳
句
大
会 

①
日
時 

二
〇
二
五
年
六
月
一
日(

日) 

 
 

 
 

 

十
三
時 

開
始 

 
 

 
 

 

（
十
二
時
三
〇
分
よ
り
受
付
） 

②
会
場 

と
ま
り
ん
駐
車
場
ビ
ル
二
階 

会
議
室 

 
 

 
 

（
那
覇
市
前
島
三―

二
五―

一
） 

③
選
句 

出
席
者
に
よ
る
十
句
選 

④
記
念
講
演 

「
戦
争
を
ど
う
語
り
継
い
で
い
く
か
（
仮
）」 

 
 

講
師 

普
天
間
朝
佳
氏 

 
 

（
ひ
め
ゆ
り
平
和
祈
念
資
料
館 

館
長
） 

⑤
入
賞
作
品
表
彰
・
作
品
鑑
賞 

 

沖
縄
忌
俳
句
大
会
大
賞 

 
沖
縄
県
知
事
賞 

 

沖
縄
県
現
代
俳
句
協
会
会
長
賞
／
そ
の
他 

 

主
催 

沖
縄
県
現
代
俳
句
協
会 

後
援 

沖
縄
県
、
Ｗ
Ａ
の
会

           

〒
九
〇
三―

〇
八
〇
四 

 
 

那
覇
市
首
里
石
嶺
町
二―

二
一
五―

五 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

上
地
安
智
方 

 

沖 

縄 

忌 

俳 

句 

大 

会 
 

宛 

 


